
医療機関向け救急通訳サービス事業概要

1 本事業の目的

東京都では、都内の医療機関を対象として、救急で来院した外国人患者と

日本語で意思疎通が出来ず、診療に支障をきたす場合に、外国人患者が

安心かつ安全に医療を受けることができるよう、電話による通訳サービスを

提供しています。

※新型コロナウイルスに関連して外国人患者が受診・来院された場合については、

救急で来院した場合に限定することなく、利用することができます。
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２ 本事業の背景
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東京都産業労働局「東京都観光客数等実態調査」
https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/toukei/tourism/
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東京都の統計「外国人人口」
https://www.toukei.metro.tokyo.lg.jp/gaikoku/ga-index.htm
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３ 対応言語・対応時間

４ サービスについて

本事業では、以下のサービスを提供いたします。
（１）二者間電話通訳サービス
（２）三者間電話通訳サービス

対応時間 対応言語

24時間365日
・英語
・中国語

平日 午後５時～午後８時
土日祝 午前９時～午後８時

・韓国語 ・ベトナム語
・タイ語 ・ネパール語
・スペイン語 ・タガログ語
・フランス語
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５ 申込方法①

本サービスを利用する場合は、事前に利用登録（※）をする必要があります。

利用を検討される医療機関は、
「東京都医療機関向け救急通訳サービス利用規程」をご確認の上、
「東京都救急通訳サービス利用登録書」により利用登録をしてください。

※医療機関の代表アドレスなどでご登録いただくことをお勧めします。

＜利用登録をしていない場合の通訳依頼＞

緊急の場合には対応いたしますが、
サービス利用後に利用登録をしてください。

東京都 医療機関向け救急通訳サービス

<利用規程：2ページ>



＜ダウンロード用URL＞
東京都救急通訳サービス利用登録書：
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/
gaikokujin/interpreter/kyukyutsuyaku.files/R04_1riyoutour
okusyo.xlsx
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（送付先）
東京都医療機関向け救急通訳サービス事務局（メディフォン株式会社内）
〒107-0052　東京都港区赤坂6-14-2 赤坂倉橋ビル3F
ﾌｧｸｼﾐﾘ       050-3451-3512
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ     tokyo-iryo@mediphone.jp

東京都救急通訳サービス利用登録書

（医療機関名）

令和　　　年　　　月　　　日

〒

所属

役職・氏名

メールアドレス

医療機関名

電話番号

所在地

ファクシミリ

（代表者名）

担当者

※ご記入いただいたお名前・メールアドレス等の個人情報は、都が行う「救急通訳サービス」に係
る業務以外の目的には利用いたしません。また、第三者への提供・開示もいたしません。
※「東京都医療機関向け救急通訳サービス利用規程」にあるとおり、通訳過誤等について、東京都
及び救急通訳サービス業務受託事業者は賠償の責任を負いません。

「東京都医療機関向け救急通訳サービス利用規程」
に同意し、上記内容により利用登録を希望します。

５ 申込方法②

＜利用登録書提出先＞
令和５年度東京都医療機関向け救急通訳サービス事務局
（メディフォン株式会社内）

〒107-0052 東京都港区赤坂6-14-2 赤坂倉橋ビル3F
(TEL) 050-3172-8522
(FAX) 050-3451-3512
(E-mail) tokyo-iryo@mediphone.jp
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６ 利用方法

①二者間通訳
（外国語人患者様が来院した場合）



二者間通訳サービス（外国語人患者様が来院した場合）
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６ 利用方法

②三者間通訳
（外国語でお電話が入った場合）



三者間通訳サービス（外国語でお電話が入った場合）

三者通話機能利用の流れ（例）
～医療機関より～

外国人患者の方から入電
↓（お電話がつながっている状態）
①保留ボタンを押す
↓
②「転送」またはそれに代わる三者
通話モードのボタンを押す
↓
③通訳コールセンターの番号を押す
↓ （コーディネーターに接続・要件
を伝える）
↓
④再度「転送」または三者通話モー
ドのボタンを押す
↓
三者通話の開始

三者通話機能利用の流れ
～通訳コーディネーターより～

外国人患者の方から入電
↓
①やさしい日本語または簡単な英語
でお電話をかけ直す旨お伝えし、
折り返し先の電話番号を聞く。
↓
②一度切電
↓
③通訳コールセンターの番号に電話
をかける。
↓ 
④コーディネーターに要件と折り返
し先の電話番号を伝える。
↓
⑤コーディネーターより外国人患者
様の電話番号へ接続
↓
三者通話の開始



ホームページ・掲載資料のご案内

（外国人患者向け利用案内）

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_
hoken/gaikokujin/interpreter/kyukyutsuyaku.html

医療機関向け救急通訳サービスURL

（東京都保健医療局 ＞ 医療政策 ＞ 医療・保健施策
 ＞ 医療機関向け外国人患者対応支援ポータルサイト
 ＞ 電話通訳・相談事業等 ＞ 医療機関向け救急通訳）

（東京都救急通訳サービスの
利用に関する同意書）

＜対応言語＞

・英語
・中国語（簡・繫）
・韓国語

・ベトナム語
・ネパール語
・タガログ語

・スペイン語
・フランス語
・タイ語

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gaikokujin/interpreter/kyukyutsuyaku.html
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/iryo/iryo_hoken/gaikokujin/interpreter/kyukyutsuyaku.html
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